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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
胴体の上面に太陽電池板と蓄電池及び回路部が備えられたソーラーセルユニットが設置さ
れ、胴体の側面の１ケ所以上に前記ソーラーセルユニットから供給された電源及び制御条
件によって点・消灯する照明ライトが含まれた照明ユニットが設置されてなされる太陽電
池を用いた照明境界石であって、
前記ソーラーセルユニット３０は、
上部固定ケース３２と、
前記上部固定ケース３２の外壁３５が内側に嵌合され、前記太陽電池板３１と連結された
蓄電池及び回路部４０が内蔵できる内側空間部が備えられて、内面に前記固定突起３６が
掛かって上部固定ケース３２が固定できるようにする離脱防止突起４４が備えられた下部
固定ケース４１と、からなり、
前記境界石１０の胴体２０に埋設された状態で下部固定ケース４１から上部固定ケース３
２が分解及び組立可能な構造からなり、
前記上部固定ケース３２は、外側の上面に太陽電池板３１が結合され、前記上部固定ケー
ス３２の下端には一定高さを有する外壁３５が形成され、前記一定高さは前記外壁３５の
内周に沿う空間を画定し、前記外壁３５の外周には固定突起３６が備えられ、
前記境界石の胴体２０は、一定の高さを有する円柱または直六面体柱で形成され、前記胴
体２０の側面には前記照明ユニット５０の上面が露出するように埋設され、胴体２０の外
周縁には高輝度反射紙５９又は６０が胴体の外側面に一定深さ加工された設置溝２６に取
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り付けられる構造からなり、かつ、前記照明ユニット５０は最外側の縁部に嵌合される金
属縁５１と、
一定な外部衝撃に耐えられるように所定の厚みを有し、裏面には多様なイメージが陰刻で
彫られた陰刻彫り部５７が形成され、外周の相互対向する位置には内側に一定深さ凹んだ
照明ライト設置孔５３ａが複数個備えられて、前記蓄電池及び回路部４０に連結された照
明ライト５３が嵌合設置される構造からなる透明アクリル板５２と、
前記透明アクリル板５２の裏面に形成された陰刻彫り部５７のイメージと同一な形態のイ
メージが印刷されて透明アクリル板５２の後方に設置される印刷物５４と、
前記印刷物５４の後方に設置される半透明材のアクリル板材５５と、
が順に組立てられてなされることを特徴とする太陽電池を用いた照明境界石。
【請求項２】
胴体の上面に太陽電池板と蓄電池及び回路部が備えられたソーラーセルユニットが設置さ
れ、胴体の側面の１ケ所以上に前記ソーラーセルユニットから供給された電源及び制御条
件によって点・消灯する照明ライトが含まれた照明ユニットが設置されてなされる太陽電
池を用いた照明境界石であって、
前記ソーラーセルユニット３０は、
上部固定ケース３２と、
前記上部固定ケース３２の外壁３５が内側に嵌合され、前記太陽電池板３１と連結された
蓄電池及び回路部４０が内蔵できる内側空間部が備えられて、内面に前記固定突起３６が
掛かって上部固定ケース３２が固定できるようにする離脱防止突起４４が備えられた下部
固定ケース４１と、からなり、
前記境界石１０の胴体２０に埋設された状態で下部固定ケース４１から上部固定ケース３
２が分解及び組立可能な構造からなり、
前記上部固定ケース３２は、外側の上面に太陽電池板３１が結合され、前記上部固定ケー
ス３２の下端には一定高さを有する外壁３５が形成され、前記一定高さは前記外壁３５の
内周に沿う空間を画定し、前記外壁３５の外周には固定突起３６が備えられ、
前記境界石の胴体２０は高さより横方向が数倍大きく伸長された直方体形状からなり、横
方向の一側の上面隅部は外部衝撃により容易に破損することを防止できるように面取りが
なされた傾斜面が形成され、前記傾斜面の中央部には胴体の内側に一定深さだけ凹んだ照
明ユニット取付部２７に前記照明ユニット５０'が一定の傾きで傾斜するように設置され
、かつ、
前記照明ユニット５０'は最外側に一定の外力に耐えられるように所定の厚みを有し、そ
の裏面には方向表示を表すイメージが陰刻で彫られた陰刻彫り部５７が形成され、外周の
相互対向する位置に内側に一定深さ凹んで複数個形成された照明ライト設置孔５３ａに前
記蓄電池及び回路部４０に連結された照明ライト５３が嵌合設置される構造からなる透明
アクリル板５２と、
前記透明アクリル板５２の裏面に形成された陰刻彫り部５７のイメージと同一な形態の方
向表示用高輝度反射紙が上面に付着されて前記透明アクリル板５２の後方に設置される半
透明材のアクリル板材５５と、
が順に組み立てられてなされることを特徴とする太陽電池を用いた照明境界石。
【請求項３】
前記ソーラーセルユニット３０の上部固定ケース３２の端部は外壁３５と外壁３５から内
側に一定距離離隔した位置に外壁３５より多少長さの短い内壁３７が備えられた二重壁構
造からなり、前記上部固定ケース３２が結合されて、その内壁３７が位置する下部固定ケ
ース４１の内側の底面には外壁４２から一定距離離隔した位置に所定の高さを有する内壁
４３が突出形成されて、上部固定ケース３２の外壁３５が下部固定ケース４１の外壁４２
と内壁４３との間に挟まれ、上部固定ケース３２の内壁３７の端部は下部固定ケース４１
の内壁４３の上段部に相互緊密に密着して外部から水分が侵入することを防止できる構造
からなることを特徴とする請求項１または２に記載の太陽電池を用いた照明境界石。
【請求項４】
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前記上部固定ケース３２は、部品入替時に分離が容易であるようにその上面に複数個の解
除口３４ａが備えられ、外壁３５と内壁３７の端部が位置する下部固定ケース４１の内側
には一定の弾性を有するＯリング（O-ring）３８，３９が各々嵌合されている構造からな
ることを特徴とする請求項３に記載の太陽電池を用いた照明境界石。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、太陽電池を用いた照明境界石に関し、特に車道と歩道の境界、歩道内の分離帯
、駐車場及び交通島（traffic island）などに設置されて昼間に太陽光を蓄積して電気的
なエネルギーに変換し、夜間に照明が付くようにし、特別なシンボルやイメージを内部に
追加して昼・夜間何時でも境界石の機能は勿論、イメージ識別を通じた広告と宣伝ができ
るように構成されて、車両運転者の安全運行と歩行者を保護することができるように構成
された太陽電池を用いた照明境界石に関する。
【背景技術】
【０００２】
通常的に、境界石は車道と歩道とを分離するに主に使われて、近来には広い幅を備えた道
路の中に設置された交通島（traffic island）の境界部や自動車専用道路の路肩などに設
置されて車両の出入りを防止したり歩行者の安全地域の境界表示に主に使われる。
【０００３】
このような従来の境界石は、通常大理石を加工したりセメントで一定の大きさで成形して
地面に埋込固定設置されて使われたが、大理石やセメント材質の特性上、夜間に歩行者や
車両運転者が肉眼で容易に識別し難い短所があった。
【０００４】
このような従来の境界石が有する短所を解消するための手段として、車両の明かりに反射
できる反射紙を境界石の全面に付着して境界石の識別を容易にしたが、このような境界石
もやや過ぎて付着した反射紙が落ちるとか反射紙の反射性能が低下して従来の問題点がそ
のまま導出され、また落ちた反射紙により境界石が見づらくなる問題点があった。
【０００５】
このような従来の境界石が有する問題点を解決するために、図１及び図２に示すように、
ボラード（bollard）や横置式長方形の境界石などに太陽電池を設置して昼間に太陽光を
蓄光して得られる電気エネルギーを用いて夜間照明が可能であるようにする照明ユニット
を境界石に備えられるようにして境界石の識別力を向上させることができる考案が案出し
たことがある。
【０００６】
特に、本出願人が出願して実用新案登録された図１のボラードに対する考案の場合、車両
運転者及び歩行者の容易な識別が可能であって、安全運行と安全歩行が可能であるように
するに特別な効果を提供した。
【０００７】
しかしながら、本出願人の従来の考案の場合、設置後にメインテナンス及び管理が困難で
あるという問題点が表れたのであり、胴体の両側面に備えられる照明ユニット部の設置の
ために、胴体の上段の内側に貫通部を形成させることによって、車両の衝突などにより境
界石が容易に破損する危険性が存在し、横置式境界石の場合には前面上段部の隅部が鋭利
に構成されて車両衝突など、外部衝撃時に境界石が容易に破損する問題点があって、これ
を改善するために本発明を案出した。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
前述した通り、本発明は、本出願人の従来の登録考案の問題点を改善して設置作業性の向
上と設置後のメインテナンスを容易にする太陽電池を用いた照明境界石を提供することを
その目的とする。
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【０００９】
また、本発明の他の目的は、境界石の耐衝撃性を向上させ、雪、雨等により電気回路が備
えられたソーラーセルユニットに水分が侵入することを効果的に防止できるようにして、
昼・夜間何時でも付加されたイメージの識別が容易な視認性と照明の照度を一層向上させ
て歩行者の安全と車両の安全運行を誘導できるようにする太陽電池を用いた照明境界石を
提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
前述した目的を達成するために、本発明に係る太陽電池を用いた照明境界石は、胴体の上
面に太陽電池板と蓄電池及び回路部が備えられたソーラーセルユニットが設置され、胴体
の側面の１ケ所以上に前記ソーラーセルユニットから供給された電源及び制御条件によっ
て点・消灯する照明ライトが含まれた照明ユニットが設置されてなされる太陽電池を用い
た照明境界石であって、ソーラーセルユニットは、外側の上面に太陽電池板が結合され、
下段の内部には所定の空間部が形成されるように一定の高さを有し、外周縁に固定突起が
備えられた外壁を有する上部固定ケースと、上部固定ケースの外壁が内側に嵌合され、太
陽電池板と連結された蓄電池及び回路部が内蔵できる内側空間部が備えられ、内面に固定
突起が掛かって上部固定ケースが固定できるようにする離脱防止突起が備えられた下部固
定ケースとからなり、境界石の胴体に埋設された状態で下部固定ケースから上部固定ケー
スが分解及び組立可能な構造からなる特徴を有する。
【００１１】
特に、境界石の胴体は、一定の高さを有する円柱または直六面体柱で形成され、胴体の相
互対向する両側面または斜面には照明ユニットの上面が露出するように埋設され、かつ、
前記照明ユニットは最外側の縁部に嵌合される金属縁と、一定な外部衝撃に耐えられるよ
うに所定の厚みを有し、裏面には多様なイメージが陰刻でに彫られた陰刻彫り部が形成さ
れ、相互対向する縁には内側に一定深さ凹んだ照明ライト設置孔が複数個備えられて、蓄
電池及び回路部に連結された照明ライトが嵌合される構造からなる透明アクリル板と、透
明アクリル板の裏面に形成された陰刻彫り部のイメージと同一な形態のイメージが印刷さ
れて透明アクリル板の後方に設置される印刷物と、印刷物の後方に設置される半透明材の
アクリル板材と、が順に組立てられてなされる特徴的な構成からなる。
【発明の効果】
【００１２】
前述したように、本発明に係る太陽電池を用いた照明境界石は、外部から別途の電気供給
がなくても自体に備えられた太陽電池板により電気を生産、蓄積して使用することにより
、電気消耗に伴う費用損失が発生しないだけでなく、該設置により車道と歩道の明らかな
境界を車両運転者や歩行者に認識させることができるので、車両の安全運行を誘導し、歩
行者の安全通行が可能であるようにする。また、照明ユニットに別途の印刷物が備えられ
て、夜昼間何時でも印刷されたイメージに対する広報と広告が可能であり、特に透明アク
リル板の両側に照明ライトが挿入設置され、その裏面に陰刻彫り部が凹んで形成されて発
光した照明により確実なイメージ輪郭が浮び上がって、その識別力を向上させることがで
き、設置された後にも寿命が尽きた部品の取替使用が可能であって、境界石の寿命を一層
延長させることにより、半永久的な境界石の使用が可能である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
以下、明細書に添付された図面を参考しつつ、本発明の実施形態に係る太陽電池を用いた
照明境界石の構成をより詳細に説明する。
【００１４】
図３は本発明の一実施形態に係る境界石１０の外観斜視図であり、図４は上記実施形態の
境界石１０に対する主要構成の分解斜視図である。
【００１５】
図面に図示された本発明の一実施形態に係る境界石１０は、通常、ボラード（bollard）
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と称する境界石に関するものであって、一定の高さを有する直六面体柱からなり、直六面
体形状の胴体２０の上面中央部には受光能力によって１つ以上のソーラーセルユニット３
０がソーラーセルユニット装着部６５に装着設置され、胴体２０の側面の相互対向する両
側面または斜面には一定の深さの照明ユニット取付部２７が各々形成され、かつ、照明ユ
ニット取付部２７にはソーラーセルユニット３０から電気を供給されて点・消灯する照明
ライトが備えられた照明ユニット５０が埋設される構成からなり、胴体２０の上面に備え
られたソーラーセルユニット装着部２８と胴体２０の側面に形成された照明ユニット取付
部２７との間には電気的に相互連結させることができる配線設置孔２５が貫通してその内
部に電気配線７０が嵌合設置される構成からなる。
【００１６】
本発明の一実施形態に適用される照明ユニット５０及びソーラーセルユニット３０は、多
様な形状で製作されて設置できるものであって、本発明の実施形態ではその形状が円形で
なされた実施形態が図示されている。
【００１７】
一方、図４は胴体２０の両側面に照明ユニット５０が埋設される一実施形態に対する境界
石１０の主要構成を分解図示した斜視図であって、照明ユニット５０は最外側縁部に金属
縁５１が嵌合され、一定の外部の衝撃に耐えられる剛性を有するように所定の厚みを有し
、裏面には多様な印刷物５４のイメージ５８に対する輪郭線が陰刻で彫られた陰刻彫り部
５７が形成された透明アクリル板５２と、陰刻彫り部５７により彫られたイメージの左・
右側または上・下側や、あるいは左・右及び上・下の四方に相互対向する縁部の両側面で
奥側へ一定深さの照明ライト設置孔５３ａが加工され、照明ライト設置孔５３ａにはＬＥ
Ｄまたは小型電球でなされた照明ライト５３が嵌合固定設置され、透明アクリル板５２の
裏面には陰刻彫り部５７のイメージ輪郭と同一な形態のイメージ５８が印刷された印刷物
５４が位置することになって、透明アクリル板５２の陰刻彫り部５７と印刷物５４のイメ
ージが相互合体する構造でなされて、印刷物５４の後方には印刷物と同一な大きさの半透
明素材であるアクリル板材５５が結合される構造でなされる。
【００１８】
このような構造でなされた照明ユニット５０は、昼間には印刷物５４の上に印刷されたイ
メージ５８が透明アクリル板５２を通じてそのまま外部に露出するので歩行者や車両運転
者が肉眼で境界石及びイメージの識別が可能であり、夜間にはソーラーセルユニット３０
から供給された電気炉照明ユニット５０の照明ライト５３から発光する光が透明アクリル
板５２を通過して陰刻彫り部５７で屈折しながら光が結ばれながら照明ユニット部５０に
照明が付くことになって、境界石の識別と照明ユニットに備えられた印刷物のイメージの
輪郭が明確に表れることになって、車両運転者や歩行者が容易に識別できるように構成さ
れ、また胴体２０の上段部には所定の幅を有する高輝度反射紙５９が付着され、高輝度反
射紙５９は外部の接触により容易に離脱することを防止できるように凹んで加工された所
定の凹溝２６に付着される。
【００１９】
図５は、上記の実施形態の境界石１０に対する結合断面図が図示されているものであって
、胴体２０の上面のソーラーセルユニット装着部２８と胴体２０の側面に形成された照明
ユニット取付部２７との間は相互連通形成された配線設置孔２５により電気配線７０が嵌
合設置され、照明ユニット取付部２７は胴体２０の内側に所定の深さだけ凹んで溝が加工
された状態でなされて、照明ユニット５０の後方で電気配線７０の設置が容易な構造を有
するように構成される。
【００２０】
一方、図６にはソーラーセルユニット３０の分解斜視図が図示されているものであって、
図面を参考しつつその構成をより詳細に説明する。
【００２１】
すなわち、ソーラーセルユニット３０は、太陽光の受光が容易な胴体２０の上面に埋設さ
れることが好ましいのであり、最上面には太陽光が直接受光できるように外部に露出した
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太陽電池板３１が設置された上部固定ケース３２と、太陽電池板３１により集熱された太
陽光が電気エネルギーに変換されて貯蔵され、変換された電気エネルギーを設定された条
件によって照明ライト５３に電気供給を調節及び制御する蓄電池及び回路部４０が内部に
備えられて、上部固定ケース３２の下段外側に結合される下部固定ケース４１からなり、
太陽電池板３１の上面には透明樹脂が積層されて太陽電池板３１の外部衝撃に対する保護
と水密浸透防止がなされるように構成され、また太陽光の照度が感知できるセンサが一体
で備えられており、蓄電池及び回路部４０には太陽光感知センサにより認識された太陽光
の照度によって蓄電池に充電された電気が自動で照明ライトに供給または遮断できるよう
にして、蓄電池の充・放電を断続する制御部が含まれており、このような電気的な回路構
成は通常の公知された技術で十分具現可能であるので、本発明ではこれに対する詳細な説
明は省略する。
【００２２】
特に、ソーラーセルユニット３０は、その内部に電気装置が備えられるので、外部から内
部に水分が侵入することを確実に防止できる構造でなされるものであって、図示したよう
に、上・下部固定ケース３２、４１が互いに密着結合される接続部は、その端部で二重壁
を有する特徴的な構造でなされて、上部固定ケース３２の上面には境界石の胴体２０に埋
設された後にメインテナンスのために作業者が他の作業道具を利用して上部固定ケース３
２のみを別に解除し易いように所定の解除口３４ａが設けられている。
【００２３】
特に、上部固定ケース３２と下部固定ケース４１は、その分解結合が容易であるように上
部固定ケース３２の外壁３５の外側面と下部固定ケース４１の外壁４２の内面には円柱状
で嵌合部が具備され、かつ、本発明の実施形態では上記嵌合部が所定の高さで突出した固
定突起３６と固定突起３６が掛かって上部固定ケース３２の離脱が防止できるように、下
部固定ケース４１の内側に形成された離脱防止突起４４が各々形成された構造でなされて
いる。
【００２４】
一方、図７にはソーラーセルユニット３０の結合状態の断面が図示されているものであっ
て、上部固定ケース３２の下段部には外壁３５から内側に一定間隔離隔した位置に外壁３
５よりその高さが多少短く形成された内壁３７が位置する二重壁構造からなり、外壁３５
と内壁３７との間には一定の高さ差を有するように形成され、上部固定ケース３２が嵌合
される下部固定ケース４１の内側底部、すなわち下部固定ケース４１の外壁４２と内壁４
３との間の空間部には、上部固定ケース３２の外壁３５の端部と緊密な密着状態が維持さ
れて下部固定ケース４１の外壁４２の内側と上部固定ケース３２の外壁３５の内側との間
に確実な密閉がなされるようにする一定の弾性を有するＯリング（O-ring）３８が嵌合設
置される。
【００２５】
また、下部固定ケース４１の内壁４３は、上部固定ケース３２の外壁３５と内壁３７の段
差だけの高さ差で形成されて上部で結合される上部固定ケース３２の内壁３７の端部と接
触する上面に所定の凹溝４５が加工され、凹溝４５にも一定の弾性を有するＯリング（O-
ring）３９が嵌合されている上部固定ケース３２と下部固定ケース４１の結合によりその
内部に位置する蓄電池及び回路部４０に如何なる水分の浸透もなされないようにして、確
実な封止及び水分遮断効果がなされることができる構造でなされる。
【００２６】
一方、図８及び図９には、本発明の他の実施形態に係る境界石１０ａを図示しているもの
であって、本発明の他の実施形態に係る境界石１０ａはその胴体２０の形状が高さより横
方向が数倍大きい長方形の直方体形状からなって、車道と歩道の境界石として主に使われ
るもので、長方形の一側上面隅部は、外部衝撃に容易に破損することが防止できるように
面取りがなされた傾斜面２２が形成され、傾斜面２２が形成された上面隅の中心部には胴
体２０の内側に一定深さだけ凹んだ照明ユニット取付部２７に照明ユニット５０’が一定
の傾きで傾斜して設置されるように構成される。
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【００２７】
特に、照明ユニット５０’は前述した一実施形態に係る照明ユニット５０とは若干相異す
る構造と構成でなされる。
【００２８】
すなわち、最外側の表面には一定の外力に耐えられるように所定の厚みを有する透明アク
リル板５２が備えられるものであって、透明アクリル板５２の裏面には方向表示を表すイ
メージが陰刻で彫られた陰刻彫り部５７が形成され、相互対向する方向の縁部には内側に
一定深さ凹んだ複数個の照明ライト設置孔５３ａが形成され、照明ライト設置孔５３ａに
はソーラーセルユニット３０の蓄電池及び回路部４０に連結された照明ライト５３が嵌合
設置される構造でなされる。
【００２９】
また、透明アクリル板５２の後方には半透明材のアクリル板材５５が設置され、半透明材
のアクリル板材５５は高輝度反射紙と対照的な黒色で構成されることが好ましくて、その
上面には透明アクリル板５２の裏面に形成された陰刻彫り部５７のイメージと同一な形態
の方向表示用高輝度反射紙６０が上面に付着される構成でなされる。
【００３０】
一方、以下では、前述した構造でなされた本発明の実施形態に係る太陽電池を用いた照明
境界石の作用について説明する。
【００３１】
本発明に係る太陽電池を用いた照明境界石は、従来の境界石と同一な方法及び場所に設置
することができるが、その特性上、一定量の太陽光が受光できる地域に設置することが好
ましくて、通常の境界石が大理石を切断加工して製作されるので、本発明の実施形態に係
る境界石も大理石を利用して一定の形状と各ユニットが設置される装着部を加工した後に
各構成部品を嵌合組立てて付着固定させた後、必要とする地域に本発明の境界石を設置固
定すればよい。
【００３２】
本発明に係る境界石の場合、胴体２０の上面に備えられたソーラーセルユニット３０の太
陽電池板３１で昼間に受光された太陽光が電気エネルギーに変換されて蓄電池に貯蔵され
た後、日が暮れて周囲の照明が暗くなれば、回路部に備えられた照明感知センサ部により
照度が一定基準以下に低くなれば、蓄電池に貯蔵された電気が胴体２０の側面に設置され
た照明ユニット５０に印加されて照明ライト５３が点灯することにより境界石１０に照明
が付くことになる。
【００３３】
照明ユニット５０に備えられた照明ライト５３は、透明アクリル板５２の両側に相互対向
するように設置されて、その点灯により透明アクリル板材５２の中心部を通じて裏面に陰
刻で彫られた印刷物のイメージ輪郭線である陰刻彫り部５７により照射された光が屈折し
ながらイメージの輪郭が鮮明に発光して照明の役割と共にイメージの表現も可能であるよ
うにして、夜間に歩行者及び車両運転者の識別力を向上させて、安全運行と歩行者の安全
通行を可能にするだけでなく、距離の美観を飾る装飾物の役割をすることができるように
する。
【００３４】
また、本発明の境界石には多数個の電気・電子部品が備えられるが、その中でも胴体２０
の上面に設置されるソーラーセルユニット３０の構成部品のうち、蓄電池の場合には半永
久的に使用できる境界石に比べて寿命が限定されているので、一部の部品の場合、一定周
期で取替しなければ本来の性能が発揮できないが、本出願人の従来考案の場合、胴体２０
に埋め込まれたソーラーセルユニット３０は、一回埋設されれば脱・装着が非常に難しく
て、該脱・装着時に境界石及びソーラーセルユニットが損傷される場合が発生したが、本
発明の場合は、ソーラーセルユニット３０の上面に別途の解除口３４ａが備えられ、上部
固定ケース３２と下部固定ケース４１がねじ結合式により結合されているので、必要時に
上部固定ケース３２を胴体２０に埋め込まれた下部固定ケース４１から簡便に分離して必
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の部品のみを入替えることができるので、部品の浪費に伴う経済的な損失を減らし、補修
作業の能率も向上させることができる。
【００３５】
また、ソーラーセルユニット３０の結合構造が上・下部固定ケース３２、４１の間に二重
壁による緊密な密閉構造でなされて外部から水分浸透が容易になされることができないよ
うに構成されて、部品の腐食防止により製品の耐久性をより向上させることができるよう
に構成される。
【００３６】
また、ボラード型の境界石の場合、胴体２０の側面に形成される照明ユニット取付部２７
の形成のために所定の空間部のみを加工して胴体の内部の全体を貫通しなくて、外部から
車両などが衝突して大きい衝撃力が発生しても外部衝撃により境界石が容易に破損するこ
とを予防することができ、長方形からなる横置式境界石の場合は、前面部に該当する胴体
の上面の隅部が所定の傾きを有する傾斜面２２が形成されて、車両などによる外部衝撃に
境界石が容易に壊される危険が少なくて、特に車両の明かりに反射される高輝度反射紙６
０が透明アクリル板５２と別途に構成されて、透明アクリル板５２の裏面に備えられる半
透明材のアクリル板材５５に付着されるので、外部の衝撃に最外側の透明アクリル板５２
が壊れても、その裏面に備えられた反射紙は壊されないで維持されることができ、特に夜
間に照明を照らしてくれる照明ライト５３が透明アクリル板５２の縁の内側に加工された
設置孔に挿入固定されるので、外部の衝撃に照明ライト５３が破損する危険性が少ないし
、車両の明かりに光る高輝度反射紙６０が傾斜面２２の中央部から胴体２０の内側に一定
深さ凹まれた照明ユニット取付部２７に設置されることにより、車両の照明高さ差にも関
わらず、車両明かりの受光能力が向上して照明の反射性能の向上により車両の安全運行に
一層多くの助けになるようにする。
【００３７】
一方、本発明の明細書で説明していない電気・電子的な技術構成は、通常の太陽電池を利
用して電気を充填、発生及び使用する技術に基づいたものであって、このような公知の技
術は本発明の技術的思想から外れない範囲で多様に変形実施が可能であり、境界石の材質
また大理石のみならず多様な材料を利用して本発明の技術的思想から外れない範囲内で実
施可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】従来発明に対する構成図である。
【図２】従来発明に対する構成図である。
【図３】本発明の一実施形態に係る境界石の外観斜視図（ボラード、太陽電池板１つ）で
ある。
【図４】図３の分解斜視図である。
【図５】図３のＡ－Ａ線断面図である。
【図６】本発明の実施形態に適用されるソーラーセルユニットの分解斜視図である。
【図７】図６のソーラーセルユニットの結合断面図である。
【図８】本発明の他の実施形態に係る境界石の外観斜視図である。
【図９】図８の分解斜視図である。
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